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これまでも、市民説明会などによって市民との協働によ

るまちづくりを進めてきましたが、今後、より一層皆さん

が市政に対して興味を持ち参加をしていただくため、市民
意見提出手続（パブリックコメント手続）制度の導入を計
画しています。

市では、実施（4月1日）に先立ち、この制度を規定する

市民意見提出手続（パブリックコメント手続）実施要綱

（案）などを公表し、皆さんからのご意見を参考に、この要

綱をよりよいものにするため下記のとおり意見を募集しま

す。

皆さんの意見や

知識・情報などを

どんどん聞かせて

ください。

市
民
意
見
提
出
手
続(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続)

の

制
度
化
へ
向
け
準
備
を
し
て
い
ま
す

市
民
意
見
提
出
手
続(

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続)

の

制
度
化
へ
向
け
準
備
を
し
て
い
ま
す

■あなたの考えを聞かせてください!

市民意見提出手続（パブリックコメント手続）実施
要綱案に対するご意見を募集します

●《意見募集期間》
1月4日（火）～2月4日（金） 午後5時15分必着

●《案の公表先、入手先》
１．男女協働・まちづくり課（市役所3階）、市民サービス係（市役所1階）

２．市のホームページ

３．広報伊万里

●《ご意見の提出方法》
ご意見などは、住所･氏名（または団体名）を明記の上、次のいずれかの

方法によりご提出ください。（様式は特に問いません）

なお、お寄せいただきましたご意見については、その概要と市の考え方を

市のホームページなどで公表します。

１．電子メール danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp

２．郵 便 〒848－8501

伊万里市役所 男女協働・まちづくり課 宛

３．直接提出 男女協働・まちづくり課に書面により提出

（閉庁日を除く）

４．ＦＡＸ 0955@27213



●
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
考

慮
し
て
、
最
終
的
な
計
画
を
作
り

ま
す

今
後
の
伊
万
里
市
の
進
む
道
を
決

め
る
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
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市民意見提出手続の主な流れ

・市民意識調査（アンケート）
・構想段階での市民意見募集
・委員会等委員の公募
・提言
などによる、個別の市民参画制度によ
る意見収集

政策等の案の公表

郵便、ファックス、メールなどで提出

提出された意見を政策に
考慮・反映

政策などの意思決定
意見に対する市の考え方・修正した内容

の公表

●《公表する案および資料》
１．市民意見提出手続（パブリックコメ

ント手続）実施要綱案
２．市民意見提出手続（パブリックコメ

ント手続）実施要綱案に対する考え
方

３．市民意見提出手続（パブリックコメ
ント手続）実施要綱案を作成した趣
旨、目的、背景

４．市民意見提出手続（パブリックコメ
ント手続）制度の流れ

※広報では、資料が多量であるため概要

のみを掲載しています

●《問合先》
男女協働・まちづくり課まちづくり

推進係 1@32111（内線485）

伊万里市の
市民意見提出
手続制度の
詳しい資料は？

■
市
民
意
見
提
出

手
続
制
度
と
は
？

こ
れ
か
ら
の
伊
万
里
市
の
基
本
的
な
計

画
や
皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
決
ま
り
ご
と

を
つ
く
る
と
き
に
は
、

●
計
画
な
ど
の
決
定
前
に
、
皆
さ
ん
に
計

画
の
案
を
公
表
し
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
●
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
（
採
用
・

不
採
用
は
問
い
ま
せ
ん
）

HP、広報紙への掲載、窓口での閲覧など

意見・情報の募集

市民からの意見提出



計
画
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
市
民
意
見
提
出
手

続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）
制
度
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
生
か
し
、
ま
た
市
の
考

え
方
を
公
表
す
る
こ
と
で
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
そ
し
て

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

議
決
機
関
で
あ
る
議
会
を
除
く
市
の
機
関
す
べ
て
が
対
象

で
す
。

広
く
い
ろ
ん
な
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
に
限
ら

ず
、
だ
れ
で
も
意
見
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

(1)
皆
さ
ん
の
生
活
や
事
業
活
動
に
広
い
範
囲
で
、
直
接
か
つ

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
。
ま
た
、
将
来
の
基
本
的
方

向
を
決
め
る
方
針
や
事
項
で
、
原
則
と
し
て
市
全
域
・
市

民
全
体
を
対
象
と
し
お
お
む
ね
５
年
以
上
に
わ
た
る
も
の

を
対
象
と
し
ま
す
（
※
注
）

(2)
市
税
の
賦
課
徴
収
や
分
担
金
、
使
用
料
な
ど
の
徴
収
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
74
条
に
定
め
て

あ
る
直
接
請
求
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
金

銭
徴
収
に
関
わ
る
手
続
が
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
じ
ま
な

い
こ
と
か
ら
、
対
象
外
と
し
ま
す

(3)
特
定
の
地
域
や
職
種
・
市
民
に
の
み
適
用
さ
せ
る
も
の
は
、

原
則
と
し
て
対
象
と
し
ま
せ
ん

(1)
対
象
事
案

(2)
対
象
事
案
を
作
成
し
た
趣
旨
、
目
的
お
よ
び
背
景

(3)
対
象
事
案
を
立
案
す
る
際
に
整
理
し
た
実
施
機
関
の
考
え
方

(4)
対
象
事
案
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
資
料

(1)
対
象
事
案
の
担
当
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
で
の
閲
覧
・
配
布

(2)
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(3)
広
報
紙
へ
の
掲
載

※
た
だ
し
、
公
表
す
べ
き
内
容
が
多
量
で
あ
る
た
め
掲
載
が

困
難
な
場
合
は
、
資
料
等
の
入
手
方
法
を
明
示
し
ま
す

対
象
事
案
の
公
表
の
日
か
ら
お
お
む
ね
１
か
月
程
度

住
所
･
氏
名
（
団
体
名
）
を
記
入
の
上
、

(1)
担
当
課
へ
の
書
面
の
提
出

(2)
郵
便

(3)
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

(4)
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
の
す
べ
て
を
採
用
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
対
象
事
案

の
策
定
の
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。

ックコメント手続）
案の概要

①
目

的

②
実
施
機
関

③
意
見
を
提
出
で
き
る
人

④
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る

対
象
事
案
な
ど

⑤
公
表
す
る
も
の

⑥
公
表
方
法

⑦
意
見
の
提
出
期
間

⑧
意
見
の
提
出
方
法

⑨
意
見
等
の
考
慮

IMARI 10



対
象
事
案
の
意
思
決
定
を
行
っ
た
と
き
に
、

(1)
提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど

に
対
す
る
実
施
機
関
の
考
え
方

(2)
対
象
事
案
を
修
正
し
た
と
き
は
、
そ
の
修
正
内
容

を
公
表
し
ま
す
。

市
民
意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）
制

度
と
同
じ
よ
う
な
手
続
を
行
っ
て
対
象
事
案
を
策
定
す
る
場

合
や
、
こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
ま
た
は
非
効
率

で
あ
る
と
判
断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
手
続
を
実

施
す
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

こ
の
特
例
に
よ
り
対
象
事
案
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の

理
由
を
公
表
し
ま
す
。

市
民
意
見
提
出
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）
制

度
を
実
施
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
予
定
が
あ
る
対
象
事
案
の

一
覧
表
を
作
成
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
で
の
閲
覧
お
よ
び
配

布
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
常
時
皆
さ

ん
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

市民意見提出手続（パブリ
実施要綱

⑩
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び

市
の
考
え
方
の
公
表

⑪
特
例

⑫
一
覧
表
の
作
成
な
ど

対象事案の一例
伊万里市総合計画
伊万里市男女協働参画基本計画
伊万里市老人保健福祉計画
伊万里市介護保険事業計画など

※
広
報
で
は
、
実
施
要
綱
案
の
一
部
を
概
要
と
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
、

ま
た
は
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
で
公
表
し
て
い
ま
す

④ー(1)（※注）
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皆さんの意見や知識をど
んどん聞かせてください。
これからの伊万里市を皆さ
んと考えていきましょう
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栄 町

栄町児童公園前

内 東

伊万里看護学校前

いび整形外科前

立花保育園前

立花小学校前 南 ケ 丘

伊万里窯業団地

小 式 原

六 仙 寺

東円蔵寺

東 町

弁 天 町弁天町入口

IMARI 14



陣

夏秋医院前

陣内中央

伊万里市民会館前

松 島 町

カトリック幼稚園前

八谷搦入口

信用金庫本店前

駅通商店街

伊万里駅前

伊万里大通り

総合庁舎前

伊万里市役所前

新設のバス停

凡 例

既存のバス停

一番ヶ瀬医院前
海のシルクロード館前

伊万里バスセンター

生 島 橋

伊万里警察署前

伊万里ショッピングセンター前

伊万里市民センター前

伊万里商業高校入口
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の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

食
の
安
全
性
や
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
、
地
産
地
消
な
ど
、
食
に
対
す

る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
市

は
、
伊
万
里
の
食
文
化
と
い
う
視

点
を
も
っ
て
、
生
産
者
か
ら
消
費

者
ま
で
を
つ
な
い
だ
『
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
の
食
』
に
つ
い
て
、
市

民
共
通
の
認
識
を
お
互
い
に
も
つ

た
め
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

食
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。２

月
26
日
（
土
）
12
時
30
分
開
場

市
民
セ
ン
タ
ー

①
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言

②
基
調
講
演

演
題
『
郷
土
食
は
日
本
の
薬
膳
』

講
師

新
倉
久
美
子
氏

（
食
と
農
を
考
え
る
全
国
女
性
の
会
代
表
世
話
人
）

③
特
別
講
演

池
田

厚
氏

（
宮
内
庁
御
用
達
(株)
青
山
社
長
、
南
波
多
町
出
身
）

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど

※
２
０
０
０
人
元
気
鍋
『
黒
米
だ
ご
汁
食
べ
放
題
』

無

料

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
８
５
）

のまちづくり
『詩･ポスター･絵』を募集!

市内の幼稚園、保育園、小学校、中学校に在籍する幼児・児童・生徒

家庭や学校などで生活・学習の中から『食料生産に係る人との体験』

『自分の農業体験』『調理体験』など、食料の生産、調理に関わる

体験を通して、食の重要さ、食料生産の苦労・すばらしさなど、自

分が気づいたことを詩や絵に表現してください

【詩の部】
原 稿 枚 数：特に制限はありません
所属などの記入：詩の最初に学校（園）名、学年、氏名を記入してください

【ポスター・絵の部】
画用紙の大きさ：八つ切り、四つ切り、どのサイズでもかまいません
ポスターの標語：ポスターの標語は特に指定はありません。自分で考

えた標語を入れてください

１月31日（月）

教育委員会学校教育課

（在籍する幼稚園、保育園、小学校、中学校を通して提出してください）

応募者全員に参加賞があります
教育委員会学校教育課(1@32111内線457）

■募集部門および規定

■募集資格

■募集内容

■募集期限

■提 出 先

■参 加 賞

■問 合 先

※作品は、２月26日（土）開催の『食のまちづくりシンポジウム』会場で展示する予定です

■
開
催
日
時

■
開
催
場
所

■
実
施
概
要

■
参
加
費

■
問
合
先
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大川内山の関所の前に田園を背景として一軒の茅葺きの建

物がある。あまりにも周りの風景になじむため、見方によると

長い間そこにあった建物のようである。オーナーの中村氏は、

土地を探すことから建設まで10年の歳月をかけたそうである。

賞は、周りに何もない広がる風景の中に地形を生かし立体的

に構成され、通りからの

ボリュームを抑えた建

物計画、さらには素材や

伝統的工法にこだわっ

た日本建築へのこだわ

り、その巧みと物を創る

エネルギーに与える。こ

れからもこだわりを持

って、この建物を維持し

てほしい。（選考委員長

講評）

伊万里川の川岸にた

たずむ伊萬里神社は、伊

万里市の歴史的景観で

ある。建物は、時代の

変遷とともに建てられ、

統一されたものではな

いが点在しているバラ

ンス感と背景の緑が、独特の歴史的風景を創りあげている。

賞は、建物に与えられたのではなく、伊萬里神社があること

により守られる緑と神社という特徴ある色彩や様式が創りだす

総合的景観に与えられた。

いつまでもこの緑ある風景が伊万里市の心象的かつ現実の風

景として守られ続けてほしい。（選考委員長講評）

インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里
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色
絵
鳳
凰
文
皿
は
、
七な

な

寸す
ん

皿ざ
ら

で
す
。
盛
期
の
典
型
的
な
木も

く

杯は
い

形が
た

の
鍋
島
に
比
べ
て
器
形
が
浅

い
の
で
、
大
川
内
山
で
鍋
島
藩

窯
が
開
か
れ
た
と
い
う
延
宝
３

年
（
１
６
７
５
年
）
前
後
の
作

品
と
思
わ
れ
ま
す
。

見
込
み
（
皿
の
内
側
）
は
、

染
付
に
濃
い
赤
、
濃
い
緑
、
淡

い
緑
、
淡
い
黄
を
用
い
て
鳳
凰

を
描
い
て
い
ま
す
。
色
絵
の
色

調
は
や
や
暗
く
古こ

九く

谷た
に

（
初
期

色
絵
）
様
式
の
色
絵
磁
器
を
思

わ
せ
ま
す
。
色
絵
の
部
分
に
は

染
付
で
下
絵
線
が
あ
り
ま
す
。

盛
期
鍋
島
に
も
よ
く
似
た
図

柄
の
作
品
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
当
時
は
、
こ
の
鳳

凰
の
図
柄
に
人
気
が
あ
っ
て
、

何
度
か
踏
み
返
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
。

裏
文
様
は
唐
花
を
五
方
に
配

し
、
唐
草
で
つ
な
ぎ
、
高こ

う

台だ
い

は

雷
文
が
め
ぐ
り
ま
す
。

現
在
、
こ
の
作
品
を
国
際
交

流
基
金
が
行
っ
て
い
る
巡
回
展

『
Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
―
日
本
の
磁
器
１

６
１
０
〜
１
７
６
０
』
に
出
品

し
て
い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
・
フ

ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
で
公
開
さ

れ
、
鍋
島
の
名
声
を
広
め
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
鳳
凰
は
お
め
で

た
い
兆き

ざ

し
と
し
て
尊

と
う
と

ば
れ
た
伝

説
の
瑞ず

い

鳥ち
ょ
う

で
す
。
酉と

り

年
の
今
年
、

皆
さ
ん
に
よ
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

色い
ろ

絵え

鳳ほ

う

凰お

う

文も
ん

皿ざ
ら

〜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
羽
ば
た
く
色
鍋
島
〜

将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち
(16)



多彩なハーモニーが会場に響く
伊万里市制50周年記念『市民音楽祭』が市民センタ

ーでありました。市内の音楽グループや小、中、高校の
音楽クラブなど17団体約380人が日ごろの練習の成果
を披露しました。ステージと観客が音楽を通してともに
共感しあう音楽祭でした。

二里町大里の神之原八幡宮で『取り追う祭り』があ
りました。守り手は「押ーしゃえんかー」とたいまつ
の火の粉を攻め手にあびせ、攻め手は「打ーちゃえん
かー」と手にした榊の小枝で火の粉を払い強飯の『御
供さん』が入ったざるを奪い合いました。合戦の後、
ざるの中の御供さんを見物者に配り、五穀豊穣と無病
息災を祈願しました。また今年は、自治宝くじ助成を
受けて製作した『はんてん』なども初披露されました。

トンテントンの桟敷席で表彰状

太鼓とはしごのりの共演で防災ＰＲ

寒さを忘れる火の合戦『取り追う祭り』

トンテントン祭りに自らの力で桟敷席をみごとに設
置した『秋愛会』に塚部市長が表彰状を贈りました。
これは、この桟敷席に社会福祉施設の入所者を招待し、
高齢者に大きな感動と喜びを与えたことについて市民
を代表して贈られたものです。

防災フェア2004が市民センターでありました。当日
は、消防本部若手職員が伊万里農林高校の『至誠神龍
太鼓』の演奏に合わせ、はしごのりを披露。野外会場
でも消防体験やアトラクションが行われ、市民の自主
防災意識を高めました。

12.5

11.22

12.13

11.28
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サッカー教室でプロの技を伝授

楽しいステージにファンは大満足！

ホルンの音色が昼のひとときを演出

市制50周年記念事業『さだまさしアコースティック
コンサート』が市民会館でありました。さださんは、
約３時間におよぶコンサートで全15曲を熱唱。会場に
詰めかけたファンは、名曲の数々に聞き入ったり、軽
快なトークに大笑いしたりと大満足のようすでした。

ロシアのサンクトペテルブルク室内管弦楽団のホルン
奏者４人による『ふれあいコンサート』が、市役所市民
ロビーでありました。当日は昼休み時間を利用して開か
れ、４人は『カチューシャ』など６曲を披露。集まった
人たちは、プロが奏でるみごとな演奏を堪能しました。

サガン鳥栖の選手による少年サッカースクールが伊
万里小学校グラウンドでありました。参加したのは伊
万里西松浦地区の小学生５チーム約120人。子どもた
ちはパスやドリブルなどの基礎練習やプロ選手とのミ
ニゲームなどを行い、プロの技を学びました。

伊万里お菓子まつり第２弾『飴細工実演』と『お菓
子講習会』が市民センターでありました。ケーキコン
テストで世界一に輝いたパティシエ（菓子職人）喜島
立也さんによる飴細工実演では、その芸術的な仕上が
りに、会場からは感嘆の声があがっていました。

世界一のパティシエが匠の技を披露

11.28

11.25

11.15

11.20

12
年
に
一
度
の
申
年
に
し
か
行
わ
れ
な
い

二
里
町
中
里
地
区
（
内
の
馬
場
、
金
武
、
中

田
、
作
井
手
、
古
子
、
吉
野
、
川
内
の
７
区
）

の
伝
統
行
事
『
申
相
撲
』
が
、
内
の
馬
場
公

民
館
前
の
田
ん
ぼ
の
中
に
作
ら
れ
た
特
設
相

撲
場
で
あ
り
ま
し
た
。

同
地
区
に
は
、
住
民
を
災
い
か
ら
守
る
た

め
に
建
立
さ
れ
た
猿
田
彦
大
神
の
石
碑
が
あ

り
、
申
相
撲
は
こ
の
「
さ
る
」
に
ち
な
ん
で

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
て
、
２
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
中
里
浮

立
の
奉
納
、
赤
ち
ゃ
ん
取
り
上
げ
な
ど
が
行

わ
れ
、
申
相
撲
で
は
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

が
地
区
対
抗
戦
や
個
人
戦
で
名
勝
負
を
展

開
。
大
勢
の
見
物
人
を

沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

12
年
に
一
度
の
中
田
地
区
『
申さ

る

相
撲
』

田
ん
ぼ
の
中
の
特
設
相
撲

場
で
名
勝
負
を
展
開
！
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12.12

赤
ち
ゃ
ん
取

り
上
げ

大
勢
の
見
物

人
を
沸
か
せ
た

地
区
対
抗
相
撲
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今
年
で
結
成
15
周
年
を

迎
え
た
伊
万
里
子
ど
も
太

鼓
の
会
が
、
12
月
11
日
、

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
で

記
念
演
奏
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

同
会
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
願
い
、
平
成
３

年
に
『
伊
万
里
町
子
ど
も

会
』
を
主
体
に
結
成
。
現

在
で
は
、
近
隣
各
町
よ
り

会
員
が
集
ま
り
、
毎
週
火

曜
日
に
熱
心
に
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
結

成
以
来
、
ト
ン
テ
ン
ト
ン

祭
り
の
合
戦
前
や
各
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
演
奏
を
続
け
て
お

り
、
多
く
の
観
衆
に
感
動
を
与
え

て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
中
学
生
以
下
の
29

人
が
『
喧
嘩
太
鼓
』『
出
船
』『
豊

年
太
鼓
』
な
ど
を
披
露
。
さ
ら
に
、

新
曲
の
『
橘
』
を
加
え
、
力
強
い

太
鼓
の
音
を
響
か
せ
ま
し
た
。

会
場
に
詰
め
か
け
た
観
衆
は
、

子
ど
も
た
ち
の
あ
ざ
や
か
な
ば
ち

さ
ば
き
に
感
動
し
、
拍
手
を
贈
っ

て
い
ま
し
た
。

伊
万
里
子
ど
も
太
鼓
15
周
年
記
念

新
曲
『
橘
』
を
携
え
て

感
謝
の
太
鼓
を
披
露

いつまでもお元気で

伊
東
辰
見
さ
ん
が
め
で
た
く
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
12
月

15
日
、
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

伊
東
さ
ん
は
、
長
年
地
域
の
交

通
安
全
に
貢
献
し
、
平
成
10
年
に

は
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

で
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
章
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
前
に

腸
の
手
術
を
し
ま
し
た
が
、
現
在

は
健
康
そ
の
も
の
。
食
欲
旺
盛
で

運
動
を
兼
ね
て
リ
ハ
ビ
リ
通
院
を

す
る
の
が
日
課
で
す
。

市
長
が
『
百
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
内
の
男

性
の
長
寿
者
は
伊
東
さ

ん
が
２
番
目
で
す
。
さ

ら
に
元
気
に
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

か
け
る
と
、
伊
東
さ
ん

は
「
何
と
も
言
葉
に
で

き
な
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

百寿メダル百寿メダル
伊東辰見さん（松浦町）

新曲『橘
たちばな

ー非時香具果
ときじくのかぐのこのみ

ー』の演奏

織
田
　
キ
ヌ
エ

玉
砂
利
の
奏
楽
つ
づ
く
初
詣

黎
明
の
空
に
浮
雲
あ
か
ね
な
す
今
だ
大
地
は
眠
り

深
き
に

船
屋
町

中
島
　
不
識
洞

大
坪
町
白
野
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ぼ
く
は
乗
り
物
が
大
好
き
。
車

や
バ
イ
ク
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、

工
事
現
場
で
働
く
乗
り
物
も
か
っ

こ
よ
く
て
好
き
な
ん
だ
。
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

乗
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
ん

だ
よ
。
今
度
は
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン

プ
カ
ー
に
も
乗
っ
て
み
た
い
な
あ
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
よ
ろ
し
く
ね
。

岩
いわ

永
なが

鮎
あゆ

美
み

さん(19歳) 田
た

中
なか

廉
れん

くん

毎
日
明
る
く
元
気
な
廉
く
ん
か

ら
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
た
く
さ

ん
の
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
明
る
く
元
気
で
い
て
ね
。

★
お
仕
事
は

伊
万
里
大
国
段
ボ
ー
ル
1
に
勤

め
て
９
か
月
目
で
す
。
機
械

を
使
っ
て
大
き
な
段
ボ
ー
ル

シ
ー
ト
を
切
っ
て
い
ま
す
。

★
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

大
き
く
て
重
い
物
を
持
ち
ま
す

の
で
バ
ラ
ン
ス
と
力
が
必
要
で
、

最
近
し
っ
か
り
と
筋
肉
が
つ
い

て
き
た
こ
と
か
な
？

★
趣
味
は

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
す
。
助
手

席
な
ら
ベ
ス
ト
で
す
。

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

車
の
助
手
席
に
座
っ
て
日
本
一

周
。
で
き
れ
ば
い
ろ
ん
な
町
の

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら

の
ん
び
り
と
行
き
た
い
で
す
ね
。

★大地・貴子さんの長男

★立花町渚

★富士町

★おうし座・Ｂ型

( )１歳
10か月

12
月
７
日
、『
伊
万
里
の
冬
野

菜
』
を
テ
ー
マ
に
畑
の
中
の
レ
ス

ト
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら

22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
山
代
地
区
を
中
心
に
、

農
産
物
直
売
所
や
農
業
資
料
館
の

見
学
の
ほ
か
、
冬
タ
マ
ネ
ギ
の
収

穫
や
ミ
カ
ン
狩
り
、
春
タ
マ
ネ
ギ

の
定
植
な
ど
、
畑
の
中
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
初
め
て
の
『
農
業
体
験
』

を
行
い
ま
し
た
。

山
代
町
久
原
に
あ
る
『
ミ
ニ
ミ

ニ
が
ら
く
た
資
料
館
』
は
、
川
内

訓
人
さ
ん
が
、
農
業
の
歴
史
や
背

景
を
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
平
成
13

年
に
開
館
し
ま
し
た
。
約
20
坪
の

館
内
に
は
、
大
正
時
代
に
シ
ュ
ロ

の
木
の
皮
で
編
ん
だ
蓑み

の

、
農
耕
牛

の
鞍く

ら

、
牛
や
人
力
で
田
畑
を
耕
す

た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
農
機
具
な

ど
数
百
種
類
も
展
示
し
て
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
30
年
代
の
ラ

ジ
オ
、
古
い
お
金
な
ど
昔
の
生
活

用
品
も
数
多
く
展
示
さ
れ
、
ほ
と

ん
ど
が
現
在
で
は
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
も
の
ば
か
り
。
参
加
者
は

「
ま
る
で
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
み
た
い
」
と
懐
か
し
ん
で
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
山
代
町
立
岩
の
国
営

開
発
農
地
『
牧
ノ
地
』
に
あ
る
西

山
哲
さ
ん
・
和
枝
さ
ん
の
タ
マ
ネ

ギ
畑
で
『
山
代
東
部
ふ
れ
あ
い
販

売
所
』
の
生
産
農
家
の
女
性
手
作

り
の
冬
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

だ
ご
汁
、
お
で
ん
、
冬
タ
マ
ネ
ギ

の
サ
ラ
ダ
、
は
が
ま
で
炊
い
た
麦

ご
飯
な
ど
、
ど
れ
も
懐
か
し
い

『
お
袋
の
味
』
を
堪
能
し
ま
し
た
。

冬
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
体
験
で

は
、
と
れ
た
て
の
タ
マ
ネ
ギ
を
口

畑の中のレストラン

見て！食べて！体験して！
もっと伊万里の『農』と『食』を知ろう

伊
万
里
の
冬
の
農
産
物
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

〜
冬
タ
マ
ネ
ギ
・
ミ
カ
ン
〜

に
し
て
「
や
わ
ら
か
く
て
甘
い
！

お
い
し
い
！
」
と
参
加
者
は
感
動

し
き
り
で
し
た
。

こ
の
冬
タ
マ
ネ
ギ
は
、
他
の
品

種
よ
り
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
甘

味
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
が
、
栽

培
に
手
間
が
か
か
り
利
幅
が
少
な

い
こ
と
か
ら
作
り
手
が
減
り
、
最

近
ま
で
作
り
続
け
て
い
る
の
は
西

山
さ
ん
夫
妻
だ
け
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
昨
年
、
テ
レ
ビ(

日
本
テ
レ

ビ
系
ど
っ
ち
の
料
理
シ
ョ
ー)

で
紹

介
さ
れ
反
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
今
年
は
市
内
約

20
戸
の
農
家
が
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

第10回



に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
３
連
覇
中
の
二

里
町
を
阻
む
チ
ー
ム
が
出
る
の
か

注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
二

里
町
の
強
さ
は
健
在
。

全
12
区
間
中
６
区
間

を
制
す
る
磐
石
レ
ー

ス
で
み
ご
と
４
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
山
代
町

２
区
の
執
行
健
司
選

手
ら
３
人
が
区
間
記

録
を
塗
り
替
え
る
力

走
を
見
せ
、
大
会
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

市
内
13
地
区
の
代
表
選
手
た
ち

が
、
12
区
間
全
61
・
８
㌔
で
健
脚

を
競
う
『
第
51
回
伊
万
里
市
内
一

周
駅
伝
競
走
大
会
』
が
11
月
28
日
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第
51
回
市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

二
里
町
が
４
連
覇
達
成
！

１日（土）
●大川内町新春走ろう会
８時開会 大川内町内

●牧島地区新春走ろう歩こう会
８時開会 牧島地区内

●東山代町民走ろう歩こう会
９時開会 東山代町内

２月６日（日）
●大川内町民卓球大会
８時半開会 大川内小学校

●東山代町民卓球大会
８時半開会 滝野小学校

８日（土）、９日（日）
●伊万里ニューイヤー杯

少年サッカー大会
９時開会 国見台陸上競技場ほか

９日（日）
●新春古伊万里ロードレース大会
10時15分開会 駅通商店街

16日（日）、22日（土）
●ミニバスケットボール大会
９時開会 国見台体育館

１月の市民スポーツ

１月の町民スポーツ

４区・女性区間の再スタート（相生橋）

父
か
ら
子
へ
の
た
す
き
リ
レ
ー
（
波

多
津
チ
ー
ム
１
区
・
松
尾
忠
治
選
手

と
２
区
・
松
尾
千
春
選
手
）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

二里町チーム７区・横田直也選手から
８区・松本慎市選手へのたすきリレー
（波多津町・中山神社）

９
区
の
区
間
記
録
を
11
年
ぶ
り
に
更

新
し
た
二
里
町
の
永
益
邦
弘
選
手

11
区
の
区
間
記
録
を
一
気
に
46
秒
も

縮
め
た
伊
万
里
の
北
村
弘
樹
選
手

波多津公民館前をスタートし、起伏の激しい峠
コースを力走する７区の選手たち
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市
制
50
周
年
記
念
『
〜
焼
き
物

の
里
〜
伊
万
里
国
際
ロ
マ
ン
ウ
オ

ー
ク
２
０
０
４
』
が
12
月
４
日
、

５
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
に
は
北
海
道
か
ら
沖

縄
に
い
た
る
全
国
各
地
か
ら
参
加

者
が
集
結
。
４
日
の
自
然
満
喫
コ

ー
ス
（
30
・
20
・
12
㌔
）
と
５
日

の
焼
き
物
堪
能
コ
ー
ス
（
26
・

15
・
６
㌔
）
に
延
べ
８
１
０
人
が

参
加
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

国見台陸上競技場をスタート
（５日：焼き物堪能コース26㌔の部）

ス
タ
ー
ト
し
て
２
㌔
、
ま
だ
ま
だ
元

気
！
（
４
日：

有
田
川
川
東
橋
付
近
）

思
わ
ず
速
度
を
ゆ
る
め
て
景
色
に
見
入
る
参
加
者
の
姿

が
目
立
ち
ま
し
た
（
５
日：

伊
萬
里
神
社
前
）

「うまい」「あったまる」と大人気！
（『川内野コメＣＯＭＥ倶楽部』による黒
米だご汁のサービス ５日：ゴール地点）

「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
」
と
、
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
を
し
た
人

も
け
っ
こ
う
い
る
よ
う
で
し
た
（
５
日：

大
川
内
山
）

鐘
の
音
に
足
を
止
め
て

（
５
日：

相
生
橋
付
近
）

雨
の
中
を
楽
し
く
会
話
し
な
が
ら

（
４
日：

伊
万
里
湾
大
橋
付
近
）
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黒
川
町
ま
ち
お
こ
し
の
会
は

『
第
４
回
西
九
州
凧
あ
げ
大
会
』

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
凧
あ
げ

大
会
の
ほ
か
、
凧
作
り
教
室
や
凧

の
会
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日

時

１
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
半

※
雨
天
時
は
１
月
23
日
に
延
期

●

会

場

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ

《
凧
あ
げ
大
会
》

●

参
加
資
格

自
作
の
凧
で
、
自

分
で
操
作
で
き
る
人

●

参
加
方
法

当
日
の
午
前
９
時

〜
11
時
半
ま
で
に
、
会
場
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

問
合
先

西
九
州
凧
あ
げ
大
会

事
務
局
（
Ｊ
Ａ
伊
万
里
市
黒
川

支
所
内

1
@7
２
１
５
１
）

●

相
談
内
容

人
権
問
題
、
相
続
、

不
動
産
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸

借
、
家
庭
の
問
題
な
ど

●

期

日

①
１
月
12
日
（
水
）

②
１
月
18
日
（
火
）

●

時

間
（
①
②
と
も
に
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会

場

①
東
山
代
公
民
館

②
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
１
階
）

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
1
@3
２
４
９
２
）

弁
護
士
が
、
母
子
家
庭
な
ど
を

対
象
に
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

日

時

１
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

●

会

場

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）

※
予
約
制
で
す
。
事
前
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
５
２
@4
０
０
６
４
）

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

無
料
特
設
人
権
相
談

くらしのお
知
ら
せ

母
子
家
庭
の
た
め
の

巡

回

法

律

相

談

参
加
し
ま
せ
ん
か

西
九
州
凧
あ
げ
大
会
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新
春
恒
例
の
『
招
福
・
伊
万
里

え
び
す
祭
』
が
市
街
地
を
会
場
に

開
か
れ
ま
す
。

宝
船
七
福
神
パ
レ
ー
ド
や
、
活

鯛
・
活
車
エ
ビ
が
当
た
る
福
運
抽

選
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

め
じ
ろ
押
し
。
ご
家
族
や
お
友
だ

ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

くらしの

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●

期

日

１
月
９
日
（
日
）

《
内

容
》

●

宝
船
七
福
神
パ
レ
ー
ド

▽
時

間

午
前
11
時
15
分
〜
11
時
50
分

▽
コ
ー
ス

玉
屋
西
口
〜
い
す
い

通
り
〜
銀
天
街
〜
本
町
名
店
街

〜
駅
通
り
〜
本
町
名
店
街

●

福
運
抽
選
会

▽
時

間

正
午
〜
午
後
３
時

▽
会

場

本
町
名
店
街
（
旧
親

和
銀
行
前
広
場
）

※
福
運
券
（
５
０
０
円
）
は
、
エ

ル
タ
ウ
ン
伊
万
里
の
各
店
で
お

求
め
く
だ
さ
い

※
お
で
ん
（
有
料
）、
ふ
る
ま
い

酒
も
準
備
し
て
い
ま
す

●

問
合
先

伊
万
里
え
び
す
祭
実

行
委
員
会
（
1
@2
７
２
０
０
）

●

日

時

１
月
23
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

入
場
料

２
０
０
０
円

●

目

的

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
支
援
の
た
め
の
募
金
活
動

●

内

容

▽
津
軽
三
味
線
演
奏

▽
講
演
会
『
不
完
全
な
あ
な
た
へ

〜
幸
せ
に
生
き
る
秘
訣
〜
』

▽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

・
時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●

問
合
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ア
ジ
ア
の
子
ど

も
た
ち
を
支
援
す
る
会
』

（
1
@3
３
９
４
５
）

●

対
象
者

市
内
在
住
の
一
般
男
女

●

期

日

２
月
１
日
〜
３
月
１
日
の
毎
週

火
・
金
曜
日
（
８
日
間
）

●

時

間

午
後
７
時
〜
８
時

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料

１
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む

●

定

員

30
人

●

申
込
期
限

１
月
28
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
市
武
術
太
極
拳
連
盟

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
８
５
）

佐
賀
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議

会
の
通
院
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

『
ふ
れ
あ
い
』
で
は
、
腎
臓
病
の

た
め
に
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る

人
に
対
し
て
の
通
院
介
護
を
し
て

い
ま
す
。

人
工
透
析
は
、
１
週
間
の
う
ち

３
日
は
病
院
に
通
院
し
、
１
回
当

た
り
４
〜
５
時
間
の
治
療
を
受
け

ま
す
。
そ
こ
で
、
自
宅
か
ら
病
院

ま
で
の
往
復
の
送
迎
を
し
て
い
た

だ
く
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
空
い
た
時
間
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

申
込
・
問
合
先

ふ
れ
あ
い
伊
万
里

（
1
@2
６
６
１
２
）

ぼ
し
ゅ
う

新

春

恒

例

！

伊
万
里
え
び
す
祭

健

康

づ

く

り

に

太

極

拳

教

室

腎
臓
病
患
者
の
通
院

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

新
春
心
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
５
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皆
さ
ん
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

話
題
豊
富
な
『
広
報
伊
万
里
』
を
発
行
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も

皆
さ
ん
の
も
と
へ
取
材
に
ま
い
り
ま
す
の
で
、

そ
の
時
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を

集
め
て
干
支
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
表
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が

形
と
な
り
、
す
ば
ら
し
い
伊
万
里
に
な
る
よ
う

に
と
思
っ
て
編
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
わ
か
り
ま
す
か
？

今
年
も
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
掲
載
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
カ
メ
ラ
が
向
い
た

時
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｓ
）

人のうごき
平成16年12月１日現在
●人口 59,449人 （－ 16）

男 28,357人 （－ 23）
女 31,092人 （＋ 7）

●世帯 20,763世帯（＋ 3）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報 2005-1
■発行日／平成17年1月１日
■発行編集／伊万里市秘書課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花台1-1-1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印 刷／株式会社 三光

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
、
伊
万
里
商
工

会
議
所
青
年
部
は
、
商
工
会
議

所
の
一
翼
を
担
い
、
事
業
経
営

の
発
展
と
地
域
の
振
興
を
目
指

し
、
昨
年
、
創
立
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

創
立
以
来
、
わ
た
し
た
ち
を

と
り
ま
く
環
境
は
、
予
想
以
上

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
変

化
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
会
員
の
自
己
研
鑽
、
相
互

啓
発
も
怠
る
こ
と
な
く
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
や
外
部
か
ら
の
講

師
を
招
き
、
研
修
会
や
情
報
の

交
換
を
続
け
て
お
り
、
現
在
は
、

県
内
は
も
と
よ
り
九
州
各
県
や

全
国
の
商
工
会
議
所
青
年
部
と

も
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
佐
賀
県
内
の
青
年

部
が
我
ら
の
伊
万
里
市
に
一
同

に
集
ま
り
、
合
同
研
修
会
と
し

て
、
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
は

松島町 黒
く ろ

木
き

祐
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

さん

伊万里市は昨年４月、市制施行50周年を迎えました。皆さんとともに歩んだ半世紀に
はそれぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かって歩んでいきます。
このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『新年を迎えて』
市制50周年記念事業ロゴマ－ク

灯
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
皆
さ

ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
本
年
も
こ

の
愛
す
る
郷
土
伊
万
里
を
拠
点

に
そ
の
中
か
ら
新
し
い
若
い
力

で
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

じ
め
、
伊
万
里
湾
大
橋
、
進
出

企
業
や
貿
易
船
が
入
港
す
る
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
今
後

の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
伊
万
里

湾
を
研
修
会
場
と
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
事
業
活
動
は

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
心
掛

け
、
平
成
16
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
も
、
伊
万
里
市
制
50
周
年

事
業
へ
の
参
加
・
協
力
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
15

年
度
か
ら
は
、
暗
い
話
題
が
多

い
昨
今
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
事
業
と
し
て

『
輝
け
イ
マ
リ
フ
ェ
ス
タ
』
と

題
し
、
伊
万
里

駅
周
辺
に
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
点
灯
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ

は
、
多
く
の
皆

様
方
か
ら
ご
協

賛
い
た
だ
い
た

お
陰
を
も
ち
ま

し
て
今
回
で
２

回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
は
、
１
月

10
日
ま
で
の
夕

方
５
時
か
ら
夜

10
時
の
間
、
点

伊万里ＹＥＧ
『ＹＥＧ』とは商
工会議所青年部の
英語名。
Young
Entrepreneurs
Group
（若き企業家集団）
という意味です


